
数理フェローシップ事業募集要項＜2022年度＞ 
 
 
１．趣旨 

国立大学法人筑波大学における科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業（量子分
野）（本要項において「数理フェローシップ事業」という）は、数理物質科学研究群に入学する優秀な博士課
程の学生に対し、主体的に独創的な教育研究に専念させるための支援経費（研究専念支援金（生活費相
当額）及び研究費）を支給するとともにキャリアパス支援を行うものです。本要項では、数理フェローシップ事業へ
の採用に関し必要な事項を定めます。 

 
２．対象者 

2022年 4月1日時点で原則 30 歳未満の者で、理工情報生命学術院数理物質科学研究群博士後期課程
に 2022年度入学予定の者（10 月入学者含む）。あらゆる学術領域を横断して協力することができる人材育
成を目標としているため、数学や自然科学、物質科学・新素材科学、生命環境材料工学などにまたがる分野横
断的な視点での研究に意欲のあることを求めます。 
ただし、以下の学生は除く。 
１）日本学術振興会特別研究員（ＤＣ）として採用されている学生 
２）国費外国人留学生制度による支援を受けている外国人留学生 
３）母国からの奨学金等の支援を受けている外国人留学生 
４）学校基本調査における「博士課程入学者」のうち「社会人」として取り扱うこととされている学生（年度の 

4 月 1 日現在で、①職に就いている者（給与、賃金、報酬、その他の経常的な収入を得る仕事に就いて
いる者）②給与、賃金、報酬、その他の経常的な収入を得る仕事から既に退職した者③主婦・主夫を指す） 

 
３．募集人数 

17 人 
 
４．支給金額 

学生 1 人当たり：年 2,300,000 円 
（うち研究専念支援金：1,800,000 円（月15万円/雑所得の扱い）、研究費：500,000 円） 
（年度毎に継続の審査を経て最長 3 年間） 

 
５．課程修了まで（原則3年間）に採用された学生が果たすべき義務 

１）学期ごとにコーディネーターとの面談に参加する 
２）所定の授業（3単位程度）を履修する 
３）インターンシップに合計4週間以上参加する 
４）定期的に所定の報告書を提出する 
５）企業との交流会に毎年参加する 

 
６．採用された学生に対する要件等 

１）休学及び留学を計画する場合は、事前に相談してください。 
２）受給開始後、他の奨学金等を受ける時には、事前に相談してください。 
３）受給が開始される前に本学のホームページ等で採用された学生の氏名を公表します。 
４）研究専念支援金（生活費相当額）により年額の収入見込み額が130万円を超える場合、被扶養者と

なれません。被扶養者となれない要件に該当する場合、学生自身で国民健康保険に加入する事が必要
となります。 

５）研究専念支援金（生活費相当額）は雑所得として課税対象になり、所得税に関する確定申告が必要
となります。 

  



７．応募方法 
次のアドレスまで、ご連絡ください。 
筑波大学数理フェローシップ応募窓口；suuri-f-appl@un.tsukuba.ac.jp 

 
８．応募期間 

博士後期課程 数理物質科学研究群 
班 学位プログラム/サブプログラム 応募期間 

7月期 8月期 10月期 2月期 

A 国際マテリアルズイノベーション 個別に連
絡します 

 
2021/9/1（水） 

～ 
2021/9/17（金） 

 

B 

数学、物理学、化学、 
応用理工学/電子・物理工学、 
応用理工学/物性・分子工学、 
応用理工学/NIMS連係物質・
材料工学 

 
2021/7/1（木） 

～ 
2021/7/26（月） 

 
2021/12/1（水） 

～ 
2021/12/17（金） 

 
（１）上表のとおり、2022年度入学者のための（2021年度実施）博士課程後期入試試験の願書提出期間

と概ね同じ期間を応募期間とします（8月期の応募期間は、願書提出期間が7月16日（金） 
までのところを7月26日（月）までに変更しています）。 
上表A班学位プログラムを受験する者は、7月期または10月期に、上表Ｂ班学位プログラムを受験する者は、
8月期または2月期に出願してください。また、Ａ班7月期及びＢ班8月期の応募期間に出願した者の中から、
各学位プログラム・サブプログラムが特に優秀と審査した者について、最終的に採用される者（予約採用者）
として、当該学位プログラムリーダー・サブプログラムリーダーが数理物質科学研究群長の了解を経て、該当出
願者に対し個別に通知することがあります。この場合、通知は合格発表後数日内に行うものとします。 

（２）Ａ班7月期及びＢ班8月期の応募期間に入試の出願はしたが、数理フェローシップの出願をしなかった者が、
それぞれ、Ａ班10月期及びＢ班２月期の応募期間に数理フェローシップの出願をすることができます。ただ
し、この場合は、予約採用対象とはなりません。 

（３）上記（１）、（２）のいずれかにより出願した場合でも、業績等に追加があった場合には、2022年1月
17日（月）、18日（火）（筑波大学における博士学位論文受付期間）に「フェローシップ支援学生研
究計画書」を差し替えすることを認めます。 

 
９．選考方法 

書類審査、必要に応じて面接 
 
10．採用者発表 

2022年 3月15日（月）予定 
採用通知書を交付するとともに、氏名等を本学ホームページ等で公表します。 

 

 
2021年 7月 
筑波大学数理フェローシップ創設事業運営委員会 
本件問い合わせ先： 
数理フェローシップ事務局 
e-mail ； suuri-f-qa@un.tsukuba.ac.jp 


